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	主題名
	おもいやりの　こころ
	内容項目
	B 親切，思いやり

	教材名
	ぐみの木と　小鳥
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	相手をよく見たり相手の話を聞いたりすることで，何をすれば相手が本当に喜ぶのかを考え，行動することの大切さに気づかせるため。

	ねらい
	身近にいる人の身の上や心情に思いを寄せ，温かい心で接するよさを大切にし，親切にしていこうとする。
【理解，判断力】相手の立場に立ってその人の気持ちを考える，思いやりの心から自分にできることをすることが親切であることが分かる。
【心情】相手の気持ちが分かり，自分にできることをしている人を見て，すばらしいなあと感じる。
【実践意欲と態度】自分も思いやりの心をもって生活していこうとする。

	学習指導過程
	・教材を読む観点をもつ。
・「ぐみの木と　小鳥」を読み，思いやりの心と行為について考える。
　★相手の気持ちを考えて，自分にできることをするのが思いやりだと分かったか。
　★相手のことを思って自分にできることをしている人を見て，すばらしいなあと感じたか。

・授業で学んだことをまとめる。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「ぐみの木と　小鳥」を読み，思いやりの心と行為について考えさせる。
・『まなびの　あしあと』で振り返らせる。
●帰りの会・学級活動
・思いやりのある行動をしていた人を，帰りの会などで発表させる。
・思いやりの心をもった人が描かれている本や，その本を読んだ感想を紹介させる。
●家庭
・親切にしたり，親切にしてもらったりしたときに，家の人に報告するよう促す。
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